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。

　

こ
の
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べ
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迎

　

こ
の
記
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す
べ
き
日
を
迎

え
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あ
た
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２
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８
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２
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催
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ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
町

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
町

立
保
育
所
年
長
園
児
に
よ
る
、

立
保
育
所
年
長
園
児
に
よ
る
、

和
太
鼓
の
演
奏
と
手
話
歌
が

和
太
鼓
の
演
奏
と
手
話
歌
が

披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ

披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
遠
藤
浩
町
長
に
よ

ま
し
た
。
遠
藤
浩
町
長
に
よ

る
式
辞
の
後
、
合
併
後
の
町

る
式
辞
の
後
、
合
併
後
の
町

政
に
各
方
面
で
貢
献
さ
れ
た

政
に
各
方
面
で
貢
献
さ
れ
た
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人
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代
表
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彰
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を
授

与
し
ま
し
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。

与
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
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の
長
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幸
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の
後
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来
賓
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幸
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梨
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岡
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岡
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伊
豆
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ょ
う
し
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じ
ょ
う
し
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町町

長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
更
な
る
町
政
発
展
に

今
後
の
更
な
る
町
政
発
展
に

向
け
、
参
加
者
全
員
で
決
意

向
け
、
参
加
者
全
員
で
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
第
２
部
の
記
念
講
演

　

式
典
第
２
部
の
記
念
講
演

で
は
、
日
本
体
育
大
学
（
以

で
は
、
日
本
体
育
大
学
（
以

下
日
体
大
）
出
身
で
リ
オ
・

下
日
体
大
）
出
身
で
リ
オ
・

パ
ラ
リ
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ピ
ッ
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陸
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女
子

パ
ラ
リ
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ピ
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４
０
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４
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０
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ー
ト
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ス
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辻
沙
絵
さ
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師
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ス
ト
辻
沙
絵
さ
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と
恩
師
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あ
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陸
上
部
障
が
い

あ
る
日
体
大
陸
上
部
障
が
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者
ア
ス
リ
ー
ト
部
門
の
水
野

者
ア
ス
リ
ー
ト
部
門
の
水
野

洋
子
監
督
が
「
ト
ッ
プ
パ
ラ

洋
子
監
督
が
「
ト
ッ
プ
パ
ラ

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
１０１０
年
」
年
」

と
題
し
、
自
身
の
経
験
を
踏

と
題
し
、
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
現

ま
え
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
今
後
の
発
展
へ
の
期
待

状
と
今
後
の
発
展
へ
の
期
待

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
式
典
の
最
後
に

　

そ
し
て
、
式
典
の
最
後
に

は
辻
さ
ん
、
水
野
監
督
の
更

は
辻
さ
ん
、
水
野
監
督
の
更

な
る
ご
活
躍
と
本
町
の
ま
す

な
る
ご
活
躍
と
本
町
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
、
元

ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
、
元

日
体
大
応
援
団
副
団
長
の
山

日
体
大
応
援
団
副
団
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山
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が

内
大
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が

送
ら
れ
、
式
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閉
じ
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れ

送
ら
れ
、
式
典
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
を
、

未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
を
、

こ
こ
か
ら

こ
こ
か
ら  

――

１

２３

４

５

７

６

８

１.�多数のご来賓の皆様、 並びに町民の皆様のご臨席いた

だく中で挙行された記念式典

２.�町立保育所年長園児による太鼓演奏

３. 太鼓演奏に続いて行われた手話歌

４. 祝辞および挨拶をいただいた、 ご来賓の方々

　 �右から長崎幸太郎山梨県知事、 笠井辰生山梨県県議

会議員、 星野淨晋西伊豆町長

５. 式辞を述べる遠藤浩町長

６.�記念講演を行うリオ ・ パラリンピック陸上女子４００メート

ル銅メダリスト辻沙絵さん （写真右） と恩師の日体大陸

上部障がい者アスリート部門水野洋子監督 （写真左）

７. 各部門で表彰を受けた、 表彰者の方々

　 �右上から岸本國雄様、 有泉みさを様、 河西常
つ ね も と

元様、 青

栁みゆき様、 内田利明様、 一瀬貞
さ だ か ず

一様、 若尾　　　江様

８.�式典の最後に力強いエールをいただいた山内大輔元日

体大応援団副団長

　町制施行２０周年を記念
した「記念誌」を作成しま
した。
　本町の２０年の歩みを振り返る年表な
どが掲載されています。
　町内の全戸に配布するほか、町ホーム
ページにも掲載しますので、ぜひご覧下
さい！

町制施行２０周年

記念誌を配布します

▲ホームページは
　こちら

か　な
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行
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年
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行
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入
所
受
付
が

入
所
受
付
が

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す

【
入
所
基
準
】

　

児
童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
あ
り
、
保
育
の
必
要
性
を
町
か
ら
認

定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
就
労
■
求
職
活
動
※
■
妊
娠
・
出
産
■
就
学

■
災
害
復
旧
■
家
族
の
介
護
■
保
護
者
の
疾

病
・
傷
害
な
ど

※�

求
職
活
動
の
場
合
、
入
所
認
定
期
間
が
基

本
３
カ
月
で
す
。

【
受
付
期
間
】11
月
４
日
火
～
11
月
14
日
金

【
申
込
書
類
の
配
布
・
提
出
先
】

　
入
所
を
希
望
す
る
各
保
育
所
等
施
設

　
ま
た
は
、
町
子
育
て
支
援
課

※�

詳
し
く
は
、
申
込
書
類
と
一
緒
に
配
布
す

る
入
所
の
し
お
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※�

年
度
途
中
で
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、

な
る
べ
く
こ
の
期
間
で
ご
提
出
下
さ
い
。

※�

町
外
の
施
設
を
希
望
す
る
方
は
、
市
町
村

ご
と
に
受
付
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。（
申
請
書
の
提
出
先
は
本
町
）

世帯階層区分

負担基準額
（３歳未満児）
上段：保育標準時間
下段：保育短時間

第１階層 生活保護世帯 0
0

第２階層 町民税非課税世帯 0
0

第３階層
１ 町民税均等割世帯及び

所得割 24,300 未満
12,000
10,800

２

町

民

税

所

得

割

が

24,300 以上
48,600 未満

14,000
12,600

第４階層

１
48,600 以上
63,400 未満

18,000
16,200

２
63,400 以上
76,000 未満

20,000
18,000

３
76,000 以上
87,000 未満

22,000
19,800

４
87,000 以上
97,000 未満

24,000
21,600

第５階層

１
97,000 以上

122,000 未満
27,000
24,300

２
122,000 以上
142,000 未満

30,000
27,000

３
142,000 以上
157,000 未満

32,000
28,800

４
157,000 以上
169,000 未満

34,000
30,600

第６階層
169,000 以上
301,000 未満

36,000
32,400

第７階層
301,000 以上
397,000 未満

38,000
34,200

第８階層 397,000 以上
40,000
36,000

健
康
管
理

　

内
科
・
眼
科
・
歯
科
・
耳
鼻
科
検

診
、
尿
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
身
体
測
定
も
毎
月
行

い
、
乳
児
・
児
童
の
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

給　

食

　

栄
養
士
に
よ
る
、
年
齢
に
応
じ
た

手
作
り
の
給
食
と
お
や
つ
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
離
乳
食
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子

ど
も
に
は
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
行
事
・
誕
生
日
会
な
ど
に

は
特
別
給
食
と
し
て
お
楽
し
み
給
食

を
実
施
し
ま
す
。
お
や
つ
は
、
３
歳

未
満
児
は
１
日
２
回
（
午
前
10
時
と

午
後
３
時
）、
３
歳
以
上
児
は
１
日
１

回
（
午
後
３
時
）
で
す
。

特
別
保
育

【
障
害
児
保
育
】
心
身
の
発
達
に
障
害

を
持
つ
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
「
共
に

育
ち
あ
う
」
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
乳
児
保
育
】
各
保
育
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

【
一
時
預
か
り
】
保
育
所
の
入
所
の

対
象
と
な
ら
な
い
就
学
前
の
児
童

で
、
保
護
者
が
月
に
数
回
程
度
仕
事

を
さ
れ
る
時
、
職
業
訓
練
な
ど
を
受

け
る
時
、保
護
者
の
生
活
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
家
族
の
入
院
・
通
院
・
冠
婚

葬
祭
な
ど
、
家
庭
で
子
育
て
が
一
時

的
に
困
難
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

【
地
域
活
動
事
業
】
地
域
の
お
年
寄
り

や
小
中
高
生
と
の
交
流
、
育
児
講
座

の
開
催
、
地
域
の
諸
行
事
へ
の
参
加

も
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談

　

電
話
相
談
、
来
所
に
よ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

そ
の
他

　

親
子
保
育
体
験
入
所
、
園
庭
・
保

育
室
・
プ
ー
ル
の
解
放
、
実
習
生
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ※第２子以降の保育料は、階層により取り扱いが異なります。

※３歳以上児は無償 ※制度改正等により変更となる可能性有

　第３～５階層：世帯全ての児童のうち第１子は基準額。
　　　　　　　 第２子以降は無料。
　第６～８階層：小学校就学前の児童の範囲で第１子は基準額。
　　　　　　　 第２子は６割軽減。第３子以降は無料。

■■保育料の月額基準額表（令和７年度）保育料の月額基準額表（令和７年度） 単位：円

定林寺立正保育園定林寺立正保育園
岩間 4161-5  ☎ 0556-32-2326

【定　員】２０人
【対象児】２カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　　/３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後 7:00
（土曜日）午前８:00 〜午後４:00

高田保育園高田保育園
高田 2786-2 ☎ 055-272-4862

【定　員】５５人
【対象児】２カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】 ３歳未満児は完全給食

　　　   /３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前７:15 〜午後６:45
（土曜日）午前８:00 〜午後４:00

三珠保育所三珠保育所
上野 2672-4  ☎ 055-272-0512

【定　員】５８人
【対象児】１歳

              　  〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた

　　　　 完全給食
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後６:30
（土曜日）午前８:30 〜午後４:30

認定こども園市川南幼稚園市川南幼稚園
市川大門 561 ☎ 055-272-1471

【定　員】９５人
【対象児】６カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた

　　　　 完全給食
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後６:30
（土曜日）午前８:00 〜正午

充
実
し
た
保
育
環
境
で

充
実
し
た
保
育
環
境
で

子
育
て
を
応
援

子
育
て
を
応
援

　
町
で
は
、『
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
子
ど
も
支
援
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
町
内
保
育
所で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
健
康
で
生
活
に
必
要
な
習
慣

や
態
度
を
身
に
つ
け
、
様
々
な
経
験
か

ら
考
え
る
力
、
豊
か
な
感
性
と
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

令和令和８８年度年度

保
育
所
等
入
所
受
付

保
育
所
等
入
所
受
付
のの
ご
案
内

ご
案
内

問
各
保
育
所
等
施
設

　
ま
た
は
町
子
育
て
支
援
課

　
　
　
☎
０
５
５
（
２
２
４
）
９
０
１
１

市川富士見保育所市川富士見保育所
高田 152-1 ☎ 055-272-0260

【定　員】１１５人
【対象児】６カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた

　　　　 完全給食
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後６:30
（土曜日）午前８:30 〜午後４:30

ひまわり保育園ひまわり保育園
岩間 2834-3  ☎ 0556-32-2726

【定　員】３５人
【対象児】２カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　   /３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後 7:00
（土曜日）午前８:00 〜午後４:00

大塚保育所大塚保育所
大塚 2077-1 ☎ 055-272-0500

【定　員】４０人
【対象児】６カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた

　　　　 完全給食
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後６:30
（土曜日）午前８:30 〜午後４:30

認定こども園市川幼市川幼稚園稚園
市川大門 1782-1 ☎ 055-272-0156

【定　員】８０人
【対象児】６カ月

                　〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた

　　　　 完全給食
【保育時間】
（平　日）午前７:30 〜午後６:30
（土曜日）午前８:30 〜午後 2:30

受付期間
１１月４日火

～１４日金

詳しくはこちらを
ご確認ください▶
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